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成
一
九
年
度
定
期
監
会
が
、

五
月
二
六
日
田
無
庁
舎
で
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
会
員
及
び
、

来
賓
を
含
め
て
、
三
四
名
が
出

席
。
江
原
幹
事
の
司
会
に
よ
り

閑
会
し
、
は
じ
め
に
有
㌍
地
域

支
部
長
よ
り
「
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
第
二
回
目
の
稔
会
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
数
も
胞
意
に
増
え
、
今
後

は
楽
し
い
校
友
会
づ
く
り
に
努

力
し
た
い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
、
式
次
第
に
従
っ
て
議

事
に
移
っ
た
。
相
田
幹
事
長
よ

り
「
平
成
一
八
年
庚
申
薬
報
告
」

及
び
、
「
平
成
一
九
年
度
事
案
計

画
」
、
丸
岡
会
計
幹
事
よ
り
「
平

成
一
八
年
度
決
算
報
告
し
、
「
平

成
一
九
年
度
予
算
案
」
及
び
、

会
R
下
山
氏
か
ら
の
寄
付
金
の

報
告
が
あ
り
、
水
井
会
計
監
査

よ
り
「
平
成
一
八
年
度
会
計
監

査
報
告
」
が
な
さ
れ
た
。
引
き

続
き
「
役
員
改
選
に
つ
い
て
」

の
議
案
に
入
り
、
安
松
副
支
部

長
退
任
に
伴
な
う
江
原
副
支
部

長
の
就
任
、
新
役
白
三
名
　
（
石

井
・
難
波
・
藤
由
幹
事
）
の
就
任
、

そ
の
他
の
役
員
に
つ
い
て
は
留

任
の
新
役
白
人
平
が
承
認
、
可

決
さ
れ
た
。

今
後
こ
の
新
体
制
の
下
、
楽

し
い
校
友
会
活
動
の
具
体
的
な

事
業
計
画
、
又
、
年
会
費
未
払

い
者
の
件
等
、
会
の
更
な
る
維

持
発
展
の
た
め
の
課
題
が
穐
き

れ
た
。
最
後
に
野
口
副
支
部
長

の
閉
会
挨
拶
を
も
っ
て
終
了
。

そ
の
後
、
懇
親
会
に
移
り
、

来
賓
の
方
々
よ
り
明
大
躍
進
の

現
状
や
、
当
支
部
に
対
す
る
熱

い
期
待
等
、
過
分
の
ご
祝
辞
を

頂
赦
し
た
っ
　
さ
さ
や
か
な
パ
ー

テ
ィ
な
が
ら
、
各
方
面
で
活
躍

中
の
新
会
n
の
紹
介
や
、
先
輩

会
員
の
古
き
良
き
明
大
の
話
、

カ
ラ
オ
ケ
も
入
っ
て
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
最
後
は
全
員
、
肩

を
組
み
明
大
校
歌
で
締
め
く
く

り
、
お
開
き
と
な
っ
た
。

東
京
都
「
北
部
支
部
」

総
会
開
催

六
月
三
〇
日
、
西
東
京
市
支

部
等
七
地
域
支
部
が
所
属
す
る

「
束
京
都
北
部
支
部
」
　
の
定
期

絞
会
が
、
新
装
な
っ
た
　
「
紫
紺

館
」
　
に
会
員
約
百
名
の
出
席
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。

大
学
か
ら
は
艮
吉
理
事
長
、

小
林
校
友
会
副
会
長
、
ま
た
北

部
地
区
父
母
会
長
、
近
隣
支
部

長
等
来
賓
臨
席
の
も
と
六
つ
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

「
車
菜
報
告
及
び
決
算
・
監
査

報
告
の
件
」
。

「
新
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

案
の
件
」
ゥ

「
役
員
改
選
の
件
」
。

「
会
則
改
正
の
件
」
。

「
明
治
大
学
教
育
振
興
協
力
資

金
の
募
金
に
つ
い
て
」
。

「
そ
の
他
の
件
」
。
「
全
国
校
友

広
島
大
会
」
な
ど
。

提
出
議
案
は
す
べ
て
審
議
決

定
し
た
。

今
年
度
、
西
東
京
市
地
域
支

部
か
ら
北
部
支
部
役
員
と
し
て

有
賀
支
部
長
、
江
原
副
支
部
長
、

鶴
田
幹
事
長
、
武
藤
監
査
春
日
、

垂
水
副
幹
事
長
の
玉
名
が
任
命

さ
れ
た
っ

全
国
支
部
長
・
地
域
支
部
長

本
部
員
懇
談
会
開
催

七
月
二
一
日
駿
河
台
ア
カ
デ

ミ
ー
コ
モ
ン
に
お
い
て
、
全
国

か
ら
大
勢
の
支
部
長
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
長
吉
理
事

長
よ
り
大
学
の
現
状
と
事
務
根

橋
改
革
に
つ
い
て
な
ど
の
挨
拶

が
あ
り
、
納
谷
学
長
か
ら
は
、

少
子
高
学
歴
化
に
対
応
す
る
た

め
「
国
際
日
本
学
部
」
　
の
開
設

予
定
等
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
た
。議事
に
入
り
、
「
明
治
大
学

教
育
振
興
協
力
資
金
」
　
の
募
金

推
進
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、

校
友
の
更
な
る
協
力
を
願
う
こ

と
に
な
っ
た
。

報
告
事
痛
と
し
て
、
校
友
の

終
身
会
費
納
入
の
お
願
い
な
ど

一
〇
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

引
続
き
、
鈴
木
理
事
の
　
「
こ

れ
か
ら
の
大
学
経
営
に
つ
い
て
」

と
超
し
て
講
演
が
あ
り
、
平
成

一
八
年
度
国
家
試
験
で
、
司
法

試
験
六
位
、
公
認
会
計
士
六
位

（
五
六
名
）
、
国
家
公
務
員
（
一
種
）

一
三
名
の
合
格
な
ど
上
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

明
治
大
学
校
友
会

定
時
代
護
員
総
会
開
催

七
月
二
二
日
駿
河
台
リ
バ
テ

ィ
ホ
ー
ル
に
二
八
〇
名
余
の
代

議
貝
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

明
治
大
学
全
国
校
友

広
島
大
会
に
参
加
し
よ
う

と
　
き
・
一
一
月
四
円
　
二
日
こ

午
後
一
時

と
こ
ろ
・
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
広
島

広
島
市
中
区

基
町
六
－
七
八

電
　
話
　
〇
八
二
－
五
〇
二
－
二
二

参
加
費
・

校
　
友

同
伴
者

一
〇
、
0
0
0
円

八
、
0
0
0
円

連
絡
先
・
榎
田

電
　
話
　
〇
四
二
－
竺
ハ
二
－
四
四
一
〇

腰痛・屑つり・膝の痛み・その他緒疾患

′J、林金成灸院
院長小林達哉（恥）．耶）

TELO42－469－8558　西東京市北原町1－36－31

西
東
京
市
地
域
支
部

地
域
担
当
役
員
名
簿

氏
　
名

有
田
　
　
茂

梅江野中
田原口井

弘清
厳寮次宇

丸
岡
　
忠
明

吉
田
　
寿
雄

水
井
　
高
志

武
藤
　
道
雄

垂
水
　
正
妃

丸
岡
百
合
江

中
澤
千
枝
子

高
橋
　
毒
信

小
山
　
弘
之

石
井
　
利
正

難
波
　
典
子

藤
田
　
芳
男

担
当
地
区

芝
久
保
町

一
～
三
丁
目

富
士
町
、
東
伏
見

緑
町
下
保
谷
、
東
町

向
台
町
、

柳
沢
閃
～
六
十
日

田
無
町

新
町
住
吉
町
、
来
町

谷
戸
町

北
町
繭
町
北
原
町

保
谷
町
、

柳
沢
一
～
二
一
丁
目

西
原
町
、

芝
久
保
町
彗
〃
丁
目

泉
町
ひ
ば
り
が
丘
、

ひ
ば
り
が
丘
北

中
町
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「
明
治
大
学
広
報
」
抜
粋

【
取
近
の
大
学
に
関
す
る
情
報

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し

た
っt
、
平
成
一
八
年
度
入
試
主

要
私
大
志
願
者
状
況
に
お
い
て
、

本
学
の
志
願
者
故
が
一
五
年
振

り
に
一
〇
万
人
の
大
台
を
超
え

た
。
一
全
国
第
二
位
）

二
、
新
学
部
設
置

平
成
二
〇
年
四
月
に
「
国
際

日
本
学
部
」
（
現
在
手
続
き
中
）
っ

メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
和
泉
校

舎
。
収
容
定
口
は
一
学
年
三
〇

〇
人
。
育
成
目
的
は
　
「
広
く
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
日
本

文
化
に
対
す
る
深
い
理
解
と
英

語
に
よ
る
優
れ
た
発
信
能
力
を

有
し
、
か
つ
異
文
化
に
対
し
て

も
柔
軟
な
理
解
力
を
兼
ね
備
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
に
お

い
て
広
く
活
躍
で
き
る
真
の
国

際
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育

目
標
」
と
し
て
い
る
っ

二
、
明
治
大
学
付
属
高
校
、

中
学
校
移
転
ウ

平
成
一
九
年
匿
は
高
校
二
三

二
名
、
中
学
∴
円
○
名
が
入
学
。

平
成
二
〇
年
に
調
布
市
内
に
移

転
し
、
男
女
共
学
別
と
な
る
。

四
．
平
成
山
九
年
度
入
学
数
、

法
学
部
八
八
四
名
、
商
学
舘
一

〇
七
六
名
、
政
治
経
済
学
糾
一

一
三
六
名
、
文
学
部
九
四
一
名
、

理
工
学
部
一
一
〇
八
名
、
農
学

部
五
九
〇
名
、
経
営
学
郎
七
七

六
名
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
四
七
二
名
、
合
計
六

九
八
三
名
。

頑
張
れ
　
明
大
健
児
！

（
六
大
学
野
球
）

今
春
の
学
生
野
球
は
、
「
ハ

ン
カ
チ
王
子
」
と
明
早
慶
三
校

の
優
勝
争
い
で
盛
り
上
が
り
、

明
早
戦
、
早
慶
戦
と
も
満
目
の

大
観
衆
と
N
H
K
T
V
実
況
放

送
で
神
宮
が
熱
く
燃
え
ま
し
た
。

母
校
は
惜
し
く
も
準
優
勝
に
終

り
ま
し
た
。
秋
に
は
こ
の
悔
し

さ
を
バ
ネ
に
傑
曝
し
た
い
も
の

で
す
。
六
大
学
一
の
投
手
陣
（
水

田
、
久
米
、
古
川
）
　
を
中
心
に

打
撃
陣
の
奮
起
を
期
待
し
て
三

二
回
目
の
美
酒
を
酌
み
交
し
た

い
も
の
で
す
。

因
み
に
春
の
新
人
戦
で
は
決

勝
戦
で
早
稲
田
を
九
対
○
で
下

し
、
康
勝
し
て
い
ま
す
。

会
月
の
み
な
さ
ま
、
今
秋
は

神
宮
球
場
の
応
援
席
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
っ

西東京市地域支部お楽しみ会のお知らせ

☆大学野球応援　秋の明早敲　日日二平成1時l川13］巨目
敏合：信濃町択

改fLu10時集合

☆日帰りバスツアー（山梨ほったらかし温泉）

◆出発日：平成19年】0飢饉目刺

◆対　象．会n・若めこ及び合口の友人

◆宣　口：芸名（別、博行入日20知
事定n超過時は補欠となりますニ

◆参加費・昆食付〉：会貝・哀族用刃円　友人・鋸灯用

◆申込郡聞及び申込先こ（川188（火・一〇2日†土l

集合場所と参加音名をお知らせください

垂水けルミJ　電話＆F．u・闇一槌22日】：00～lT：00l

◆奉加℡：筏臥地域担当役員が集会にIlれゝますっ

◆行　程二集合場所　保谷庁舎前7こ15スl摘東京鎧便指南∴罰

出発7：罰収谷庁お前→7こ亜再販戚郵便局前→国立凋丞HC
→河口湖（敵軍）→石和（注倉）→防沼八一7匿園′見学・買物

→ワイン上嶋′見学・買物・試飲→ほったらかし温泉（入浴．

晒れた円に露大嵐呂lあっちの削から挑める富士山が義昭らし
川→l邪は描IC→西東京郵便臓はこほ頃→保谷庁舎釣

はこ別項L予定）

童タオル　必ず持参してください。

☆みどりの静養慮めぐり
西東京■有■みどりの公園汲■が昨年旺企画して好色頼った西虹1；t市

内の「みどりの阻梁路めぐり」「月1剛を参考に、捕東京校友会」
として市内の■敗籠践めぐり－を針晒しました。年2臥　6年に亘り

1個材定してい王す。午前中約2時問（ト4km）のコースですので、

散歩のついでこ鬱血ください。笹加寸は攣科です⊃

】，郡1回て「蔽大農増・演習牲コース」（4ヱkm〉

・日時：平成19年1川15R　体）AMl膵卜12時

・集合・解駄：田書駅北口　花屋好日0時集合

2，郊2回：「ひばりが丘コース」（学園町・団地臨並木他35km）

・日時：平成犯平川㌘日　昧）AMlO匪卜12時
・集合・解放：ひばりが丘択血ロ　セブンイレブン軌0時頃合

＊持ち物二水筒・掛艮川、摘決行、l　■申込み：不要

事違約先：水井（餌2－42l－21朗・

（
－
フ
ク
ピ
ー
）

大
正
一
〇
年
創
部
の
ラ
ク
ビ

ー
部
は
、
対
抗
戦
一
四
回
優
勝
、

大
学
選
手
権
一
二
回
優
勝
、
日

本
選
手
権
一
回
庫
勝
な
ど
ラ
ク

ビ
ー
界
の
歴
史
を
創
っ
て
来
た

名
門
っ
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
放
北
島
監
督
の
教
え
子
、

藤
田
剤
氏
が
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に

就
任
し
て
二
年
日
㌧
昨
年
は
「
原

点
回
帰
」
を
目
標
に
、
伝
統
の
F

W
に
こ
だ
わ
り
、
「
前
へ
」
を

徹
底
的
に
追
求
し
、
対
抗
戦
四

位
か
ら
二
位
の
結
果
を
収
め
ま

し
た
。
郎
口
の
意
気
も
拓
く
、

「
明
治
復
活
」
を
印
象
づ
け
ま

し
た
。
一
二
月
の
　
「
明
早
戦
」

に
向
け
て
復
活
途
上
の
ラ
ク
ビ

1
部
が
動
き
出
し
ま
し
た
ゥ

「
明
治
－
・
前
へ
ー
」
敷
き
ラ
ガ

ー
マ
ン
を
応
捜
し
ょ
う
。

★会員の姪営する「会社・お店」の紹介★・；三モ二・三三号三～

●2号より校友の関係する会社、お店などシリーズでご紹介しています。
白鷹、他虞を問いません，雷株吊まで、お知らせください。

●シリーズ第2固　小林｝灸院

明治OBで針灸師の市濾会場軋小林達哉きんを紹介します，どうして「鍼

灸餌？．在学中から鍼灸粟監射【】′■≠枚に通い、その後医学博上のもとで榛東を

設け．「曙額」に関する論文を、学会に発表したこともありました〉　八幡クリ

ニノク病院整形外科に動乱　平成11利二「小林線条院」を開展しました＿電．議

があれば往診もOKとのことですっ

平成7年には田無市議会磯貝に当選、現在　郡臼です⊃「市政に間してはも

ちろん、市民の健康について、ご和泊に応じます」とのこと．心強いかぎり

です．，

また、趣味の「釣り」はプロ級で、ルアー耗礎JのDVDのプロデュース、白

身山瀬で、シーバス釣り「匠の技」公開のDVDなどのことを目を堰やかせて

腐してくれました。

ケアマネージャーの資格もあり経験もありますが、この仕卿は「片手間にで

きるようなことではない」といまほ、やめてい

るそうです。独身の好有年に、先輩沌兄妹、ど

なたかお世話していただけませんかr
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〔趣味のコーナー】
一花枚折り■　をしています　巾澤一丁・技子（昭32．文革・
昭34．大学院作や1

▲花孜折り■　は、折り紙から生れた後何学文様の美し
い作品です。　り「－12軋　長方形まで作れます。）そ
れを応用することにより、′トソケージやアート作品など
を馴作しています，今までに、仰臥　グループ屁、海外
での展示など体験J現／上、地元でボランティア活動をつ
づけております一
今年の新年会∴　5月の総会の畔に、アート作品を飾ら
せていただきました1
〔写真〕た会の時の作品（野日氏飽影〉
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